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 北上山地の中・古生層は, 層相および地質構造の特徴によって, 南部型と北部型に大区分される。 こ
 の相違は, 二畳紀以降の地層に, より明確にみとめられ, 両地域が異なった発達史をたどったことを示
 している。
 南部北上山地が, 化石を多産する石灰岩 粘板岩, 礫岩などのなす, ドーム・ベーズン構造を特徴と
 し, 古来, 多くの研究者によって, 地史 的経緯が詳細にあきらかにされてきたのに対して、 北部地域は
 ほとん ど解明されておらず, 最も基本的な層序, 層位関係の確立および地質時代の決定が, 重要な課題
 となっている。
 北部北上山地の先宮古統中・古生層 は, チャー ト, 輝緑凝灰岩を伴う地向斜性堆積物か らなつ てお り,
 化石をまれにしか含まず, 急傾 斜で傾動し, 複雑に褶曲・断層運動をうけ, いわゆる帯状 構造をなして
 い る。 北部北上山地の帯状 構造は, 南北両山地の境界をな している早池峯構造帯の北東方に 向って, 北
 部北上帯, 岩泉帯, 田老帯に区分さ れ, 葛巻構造線および田老構造線によって, それぞれ境きれている。
 (吉田, 1966, 島津ら, 1970 )
 本研究では北上山地北 東部の, 主として岩泉帯および田老帯に 属する先宮古統古期岩類につい て, 野
 外調査を中心とした層位学的, 構造地質学 的研究を行なった。
 野外調査にあたっては, Shrock (1948) らによ り示されてい る, 地層中の graded-beddh翼
 cross-1aminati。n, 10adcast などの堆積構造, 枕状熔岩の産状および slaty cleavage などの
 構造 的特徴, などの地層の上 下判 定に有効な手法を駆使し, 構造解析 を行なった。
 その結果 各地で, 同斜褶曲を伴 う褶曲構造の存在を明らかにすることによって, 岩泉帯および田老
 帯の標式 的層序, 層位関係を確立し, 北上山地北東部の 構造形態の特徴をあきらかにした。 また, コノ
 ドン ト, 石灰藻化 石などの新発見にょっ て, 従来, 漠然と二 畳系?～中生界とみなされていた岩泉帯が,
 三畳系, ジュ ラ系を主体とする中生代の 地向斜性堆 積物か らなる乙と, およ び褶曲構造の解明によ って,
 従来 下部臼亜系といわれていた田老帯が, ジュラ系, 下部臼亜系か らなることがあき らかに なった。
 さらに, 北部北上山地の帯状構造と, 乙れまで知られている化石産地 産出化石の関係, 花崗閃緑岩
 類の分布と, 中生層の褶曲構造 の調和的形態などか ら, 北上山止割ヒ東部が古生代末か ら中生代後半にか
 けて沈 降域を形成 し 時代とともに堆積盆の中心がより東部 へ移動し ていった経緯を推論し た。
 即ち, 小本・田野畑地域では, 南西部地域に, 岩泉帯に属する岩泉層群, 赤鹿層(ジュラ系?)が
 ほぼ NS ～ NNW-SSE 方向に分布し, 東側の陸中層群(上部ジュラ系～下部臼亜系)と田老 構造線
 で接してい る。 陸中層群は, 田老帯を構成するもので, 北部では NNE-SSW,南部では NNW-SSE
 方向 にS字状にうねって広く分布 し, 大部分は清水野背斜の逆転し た東翼をなし ている。
 これらの逆転構造は, 地域各所で堆積構造によって確認された。
 とく に, 清水野地域では, 槙木沢流域にみられるように, 陸中層群の 最下部をなす槙木沢層下部層(チ
 ャト・粘板岩 )が背斜軸 の南方 ^の軸傾斜によって, V字型に分布し, その南外側をとりまいて, 槙木沢層中
 部層(砂岩 ), 上部層(チャート・粘板岩), 腰廻層(砂岩・粘板岩 ), 小本層(粘板岩・凝灰岩),
203
 および原地山層(安山岩)が, 乙 の順 序で整合に累重している。 腰廻層か らは, 上部ジュラ 系鳥ノ巣型
 といわれる珊瑚, 層孔 虫化石などを産 し, その直上の小本層 は貝化石, 領石型植物化 石などを産して,
 下部臼 亜系高知統に属する。 したがって, 最下位層の槙木沢層は, 鈴木( 1957 MS ), 小貫ら(1960)
 が示した如く, 下部臼 亜系ではなく, 上部ジュラ系に属する。 小本層は, 半淡・半鍼～浅海性堆積相か
 らな り, 上部では原地 山層と同質の安山岩質凝灰岩と指交している。 原地山層は下部日亜紀火成 活動の
 最盛期を示す安山岩一流紋岩か らな り, 小本層から漸移している, 原地山層の層相は, 陸中海岸ぞいに,
 八戸市絞海岸, 田老町, 大槌東方の霞露岳にも見とめられ, さらに, 南部北上山地の下部臼亜系鼎 浦層,
 山鳥層、 新月層に対比される。
 陸中層群にみられる一連の累重状態は, 田老帯 が, 下部臼亜紀に単一の独立した地向斜と して存在し
 たのではなく・ 上部ジュラ系から下部臼亜系に かけ て, 岩泉帯と併存した地向斜として存在したことを
 示している。 小本・田 野畑地域の, これらの褶曲した累層は, これを貫く花崗 閃緑岩とと も1乙 宮古層
 群(下部臼 亜系, 宮古統)によ り著しい斜交不整 合でおおわれ てい る。 宮古層群 は, 陸中 海岸ぞ いに点
 在し, ほぼN Sの走向で東方へ 30。 以内の傾斜で単斜構造をなしている。 宮古層群は・ 礫岩, 石灰質砂
 岩を主とする浅海～沿岸性堆 積相 を示してお り, 多種類の化石を 産し, 基盤岩と は著しい対立を示し て
 い る。
 乙の層相上, 構造上の相違によって示さ れる 地殻変動は, 既に小林(1941)によ り大島造山連動と
 命名されている。
 岩泉帯の 主部をなす山根・山 形およ び安 家・大坂本地域 にも, 花嵐 閃緑岩の遜入をうけて変質 し, 複
 雑に褶曲した同様の累層が広く分布している。 これらは, 従来, 漠然と二畳系とみなされ, わずかに安
 家地域 に, 上部ジュ ラ系(従来の "岩 泉層" ゴ高屋敷層 )が断層ではさみ込 まれ てい ると考えられてい
 た杁 これら魁 北部北上山地の研究史上, はじめて確認された上部三畳系および これを不整合にお
 おう ジュ ラ系を主体と す る中生層であるこ とが判 明し た。
 山根・山形地域では, 茅森層群 (上部 三畳系)・木沢畑層( チャ 一 ト、 粘板岩)・間木平層 (砂岩・
 粘板岩) が, 地域北部に, 上 位層の岩泉層醜 沢山川層のなす下戸鎖背斜, 詩形背斜の芯部を占めて,
 ほぼ NNW - SSE 方 向に分布 し, これを不整合におおっ て, 岩泉層群(ジュラ系～下部日 亜系?)が
 累重している。 岩泉層群は, 下位よ り, 沢山川層(安山岩 ), 安家層(石灰岩 ), 高堅敷層(砂岩, 粘
 板岩 ), 関層(チャー ト、 粘板岩 ), 合戦場層(砂巻 粘板岩 )、 大鳥層(チャート), 大坂本層(粘
 板岩)からなり, 全体として,ほぼ NS～NNW-SSE 方向に分布してお り・ 西傾斜が卓越し, 逆転構
 造を伴ってい る。 地域 東半部では, 沢山川層およびこれから漸移している安家層が, 下戸鎖背斜, 深田
 向斜, 橋場向斜 葛形背斜などで示される褶曲構造をなして, 幾度もく り返して出現しているが, 地域
 西半部では, 最西縁部に平庭岳向斜が存在するだけで, その東翼をなす累層は, 一様に西方へ傾斜して
 い る。 東西両地域の中央部に位置する関層, 高壁敷層は, 東西両眼を走 向断層で断たれているために,
 東西両 地域の直接の上下関係を知ることが出来ないが, 地域全体の褶曲形態 地層の分布状態などか ら,
 上記の順序で, 基本的には整合一連の関係で各層が累重するものとみなされる。
 茅森層群・木沢畑層および間木平層からは, 三畳紀コノドン ト化石を産し・ E餌8・属・島∠∠α を含む
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 genera の 構成 は, 坂上 ら(1969) が北海道渡 島半 島上磯石灰岩から報告した三畳 系コノ ドントの構成
 ときわ めてよく 一致している。 南部北上山地で は, 皿貝層 群が茅森層群の地質時代 に相当す るが, 堆積
 相を 異にしている。
 岩泉層群基底部の沢山川層中の石灰岩レンズからは, おそ らくジュラ紀を示すとい われる石灰藻化石
 を産し, 高屋敷層の南方への直接 の延長部にあたる岩泉 地域 の"岩泉層" か らは, 上部ジュラ系鳥ノ 巣
 型珊瑚 およ び層 孔虫化石な どを産す る。 含 有化 石およ び沢山 川層 が上部三畳 系茅森層 群を不整合に おお
 うことか ら、 岩泉層群の主体は、 ジュラ系とみなされ, 安塚, 大坂本 地域に分布する最上位層の大坂水
 層は, 下部日亜系である 可能性があ る。
 顕著な構造の特徴として, 岩泉帯, 田老帯を通じて、 ほぼ NNW-SSE 方向の, 同斜褶曲を伴う褶
 曲構造がみとめら礼 これらは, ほぼ一 様に南方へ軸傾斜してい る。 とくに, 小本川河口付近および山
 根, 山形地域北部に見られるよ うに, 褶曲軸にほぼ直交す る, ある幅をもった地帯に 沿っ て, 急激な軸
 傾斜が生じてお り, その結果として、 地層のV字型, 逆V字型およ びY字型分布が生じてい る。
 まだ, 褶曲軸に平行した方向の大規模な地層の欠損を伴う衡上姓断層が各所に存在 し, 田老構造線
 や, 根井ロー上戸鎖一年々断層にそっては, 花 嵐閃緑岩が 貫入してい る。 これらの断層 は摺 曲運動にと
 もなって生じたものと考えられる。 さらに, この 種の断層 を切る胴切 り断層があ る。 田野畑海岸地域お
 よび山根・山形地域に おいては, NE-SW 方向 と, これとセットをなす NW -SE 方向の小断層群が多
 数みとめられる。 とくに, NE - SW 方向のものは, 断層をはさんで, 南側 が, 相対的に西方へ転移し
 ている。 断層と同方向のセットをな す岩石節理の集計結果は, 乙れらの断層が横ずれ断層の性格をもつ
 乙と を示 してい る。
 上述したよう に、 岩泉帯 が三畳系一ジュラ系を王 体とする累層 からなり, 田老帯が上部ジュラ系一下
 部日亜系累層 か らなることがあき らかにされ たことによって, 北部北上山地の地質構造区分の各単位の
 性格が, より具体的に あき らかにな り, そ れらの境界をなす葛巻 構造線お よ び田老構造線の意義が具体
 的に推定されるよ うになった。
 これま でに研究さ れた 北部北上山 地の先宮古統化石産地および産出化石の示す地質 時代を総括 して図
 示してみると, 早池峯構造帯から東方へ向って, 石 炭紀 一 二畳紀 一 三畳紀・ジュ ラ紀 一 ジュラ紀・
 下部日亜紀を示 す化 石産地が・ 上記 の帯状構造区分と調 和して点在してお り, より東側ほど若い地層が
 分布していろ状態が みとめ られ る。
 さらに, 花嵐 閃緑岩類 は, 東海岸線のなすアークにそって, 田老帯お よび岩泉帯に集中して貫入して
 お り, 岩泉帯において も摺歯軸の方向 にそ っで1・岩体が配列 していて, 摺 曲連動が, 花腐閃緑岩の貫入と密
 接に闘速したことを示唆している。 乙のことは, 田老地域と同様に, 岩泉帯において も, 下部日亜紀の
 花崗閃 緑岩の透入 時期に比 較的近 い時 期ま で, 地 向斜性堆 積環境が存在し たことを 示唆し てい る。
 要するに, 北上山地北東部の, とくに, 岩泉帯に相当する地域が, 従来, 考えられてきたように, 二
 畳紀以降 地背斜化したのではなく, おそらく二親紀末か ら, 三畳紀, ジュラ紀を経て, 下部臼亜紀に
 いたるま で, 巨視的 な意味で沈 降・ 堆積域を形成 していたことが推 論される。
 そして, 現在の地層の分布形態 は, 時代とともに, 堆積盆の中心が, より東側に移動し た経緯を示唆
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 しており, 宮古層群, 上部臼亜系 古第三系の分布を含めると, この傾向は 更に一層明確となる。




 杉本幹博提 出の論文 は "北上山地北東部の層位学的構造地質学的研究" と題し て, 岩手県北東部小本・
 田野畑地域の中性 層並び に, 同県久滋市西方山根・山形地域に発達分布する時 幾未詳中, 古 生代 層の研
 究であ る。
 前者地域 において, 堆積構造, 層位, 並びに古生物学的研究により, 地層の層序を確立し, かっ, 地質
 構造を明 らかにしている。 堆積構 造により本地域に 発達 分布 する地層 は全体として 逆転 構造であ ること
 を確かめ, さらに従来 中・上部臼 亜系で あった地層は上・ 中部ジュラ 系であることを層位学並びに古
 生物学的に 明らかにした。 この様な逆転構造は北上山地北東部におい て, 初めて発見さ れ, 且つこの様
 な構造は北部北上にも 存在す る可能性のあることを考え, 久慈市西方の 山根・ 山形地域に おいて詳細な
 地質調 査を 行なつ た。 この地方に発達分布する地層は構造的に複雑で・ 化石の 産出も乏しいので, 従来
 は二畳系・三畳系・ジュラ系として, 扱かわれて きた。 地質構造的に, 地層は 急傾斜をなし, 多くの褶
 曲構造が発達し, これ らは正断層・逆断層により切られ, さらに火成岩により貫かれているので各地層
 は垂直的・水平的分布 上, 可成り の変化を しめ ている。 化石が乏しいので, 地層 の上・下判 定に困難を
 きたしているカ～ 堆積構造並びに枕状熔岩(pillow lava)によ り判定を行なつ た結果 地層 の層 序の
 確立, 地質構造の解折 を小本・田野畑地域に発達する地層との関係を岩層学的及び層位学的 に決 定する
 こと が出来た。 岩層学 的には小本・田 野畑地域 に分 布する地層は山根・lj■1 形 地域 に分布するものとほぼ
 同じであるが、 地質構造学的にはかなり差異を認めることが出来た。
 発表ず み論文は一篇あ るが本研究に重要なものである。 よっ て・ 本研究の地質学・構造地質学・堆積
 学ならびに地史学への 貢献によ り, 杉本幹博提出の論文は学位論文として 合格と認め る。
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